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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春

を
ご
健
勝
に
て
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
よ
り
、
町
政
へ
の
ご
理
解
、
ご
協

力
に
対
し
ま
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
２
月
に
美
方

郡
産
但
馬
牛
の
振
興
と
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
た
め
、

「
美
方
郡
産
但
馬
牛
」
世
界
・
日
本
農
業
遺
産
推
進
協
議

会
を
立
ち
上
げ
、
認
定
に
向
け
た
取
組
を
進
め
ま
し
た
。

今
後
も
今
日
の
但
馬
牛
を
造
り
あ
げ
て
き
た
美
方
郡
に
お

け
る
農
林
水
産
業
シ
ス
テ
ム
を
後
世
に
継
承
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
防
災
安
全
課
を
設
置
し
、
区
・
自
治
会
や
関

係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、
台
風
や
豪
雨
な
ど
自
然

災
害
へ
の
備
え
や
対
応
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
平
成
31
年
度
完
了
予
定
で
香
住
区
の
防
災
行
政

無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
香
住
区

の
整
備
が
完
了
す
る
と
、
町
内
全
域
が
デ
ジ
タ
ル
化
と
な

り
ま
す
。
９
月
に
は
町
内
全
域
で
風
水
害
（
一
部
地
域
は

地
震
津
波
）
を
想
定
し
た
香
美
町
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
、
本
町
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
、

日
本
海
側
で
の
津
波
を
想
定
し
た
、
兵
庫
県
但
馬
地
域
合

同
防
災
訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
訓
練
で

「
自
ら
の
命
は
自
ら
が
守
る
」「
自
ら
の
地
域
は
皆
で
守
る
」

た
め
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
連
携
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

香
住
病
院
で
は
、
４
月
に
整
形
外
科
と
総
合
診
療
科
の

医
師
が
着
任
し
、
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
師

修
学
資
金
な
ら
び
に
医
療
技
術
者
修
学
資
金
貸
与
制
度
を

引
き
続
き
実
施
し
、
医
師
の
招
へ
い
お
よ
び
看
護
師
な
ど

医
療
技
術
者
の
確
保
と
併
せ
て
全
力
で
取
り
組
む
と
と
も

に
、
診
療
所
の
安
定
し
た
診
療
体
制
の
構
築
な
ど
に
も
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

本
町
に
と
っ
て
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
笠
波
峠
除
雪
拡

迎 

春
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幅
工
事
は
、
積
極
的
な
要
望
活
動
に
よ
り
予
算
化
が
図
ら

れ
、
ま
た
用
地
を
提
供
い
た
だ
い
た
地
権
者
の
ご
協
力
に

よ
り
、
９
月
に
起
工
式
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
北
近

畿
豊
岡
自
動
車
道
、
山
陰
近
畿
自
動
車
道
の
早
期
実
現
は

不
可
欠
で
あ
り
、
特
に
佐
津
Ｉ
Ｃ
か
ら
豊
岡
間
の
早
期

事
業
化
を
求
め
て
、
10
月
に
「
命
の
道
」
を
テ
ー
マ
に

「
山
陰
近
畿
自
動
車
道
早
期
実
現
促
進
大
会 in

 K
A
M
I 

P
a
rt2

」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
後
も
早
期
完
成
に
向
け
て
、

引
き
続
き
要
望
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
計
画
的
な
事
業

促
進
が
図
れ
る
よ
う
、
国
・
県
・
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
体

と
な
っ
て
事
業
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

観
光
振
興
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
開
設
５
年
目
を
迎
え

た
神
戸
営
業
所
の
活
動
と
し
て
、
本
町
の
全
国
的
な
認
知

を
獲
得
す
る
た
め
、
直
木
賞
作
家
の
角
田
光
代
さ
ん
の

エ
ッ
セ
イ
を
添
え
て
作
成
し
た「
香
美
町
観
光
ポ
ス
タ
ー
」

が
第
66
回
日
本
観
光
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
総
務
大
臣

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
11
月
に
完
成
１
周
年
を
迎

え
た
、
余
部
鉄
橋
「
空
の
駅
」
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
「
余
部
ク

リ
ス
タ
ル
タ
ワ
ー
」
は
、
年
間
に
20
万
人
以
上
の
観
光
客

な
ど
が
訪
れ
る
、
但
馬
の
一
大
観
光
拠
点
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
神
戸
営
業
所
を
中
心
に
積
極
的
な
観
光

振
興
を
図
り
、
本
町
に
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
平
成
最
後
の
年
で
あ
り
、
５
月
に
は
新
元
号

が
ス
タ
ー
ト
し
、
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
を
迎
え
ま
す
。

　

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

町
と
な
る
よ
う
、
身
を
引
き
締
め
、
持
て
る
力
の
す
べ
て

を
か
け
て
町
政
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
ま
し
て
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
素

晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ

年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
　

平
成
31
年
１
月

浜
上 

勇
人

香
美
町
長
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上治丈太郎さんの略歴

1947 年（昭和 22 年）、香住区一日市生

まれ。香住第一中学校、県立豊岡実業高

校（現豊岡総合高校）を卒業後、1965

年（昭和 40 年）ミズノ㈱に入社。2011

年（平成 23 年）同社取締役副社長、

2013 年（平成 25年）同社相談役に就任

後、2015 年（平成 27年）同社退社。

現在は、（公財）東京オリンピック・パ

ラリンピック競技大会組織委員会参与、

（公財）日本オリンピック委員会国際人

養成アカデミースクールマスター、各競

技団体・スポーツ庁などの役職を務める。

　

本
町
出
身
者
に
は
、
国
内
や
国
外
で
活
躍

す
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
ふ
る
さ
と
香
美
町
を
応
援
し
て

い
た
だ
く
き
っ
か
け
や
、
子
ど
も
た
ち
の
目

指
す
べ
き
人
物
像
の
一
助
と
な
れ
ば
と
思
い
、

国
内
外
で
活
躍
す
る
町
出
身
者
を
本
誌
で
随

時
紹
介
し
ま
す
。

　

第
１
回
は
、
ミ
ズ
ノ
㈱
で
取
締
役
副
社
長

や
相
談
役
を
歴
任
し
、
現
在
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織

参
与
な
ど
を
務
め
て
い
る
上
治
丈
太
郎
さ
ん

に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

ー
幼
少
期
は
ど
の
よ
う
な
少
年
で
し
た
か
。

　

上
治　

お
と
な
し
く
控
え
目
な
感
じ
で
し

た
。
私
が
子
ど
も
の
と
き
は
今
以
上
に
活
気

の
あ
る
漁
業
の
町
で
、
家
業
も
水
産
加
工
業

で
し
た
の
で
、
少
し
で
も
家
業
に
貢
献
し
よ

う
と
学
校
に
行
く
前
に
箱
打
ち
を
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
一
日
市
橋
の
付
近
の
海
で
よ

く
遊
び
ま
し
た
し
、
魚
を
よ
く
食
べ
て
い
た

の
で
、
丈
夫
な
体
に
育
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ー
香
美
町
で
の
暮
ら
し
や
経
験
は
、
こ
れ

ま
で
の
人
生
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

上
治　

山
陰
特
有
の
天
候
の
厳
し
さ
が
、

少
々
の
こ
と
で
は
動
じ
な
い
メ
ン
タ
ル
の
強

さ
や
我
慢
強
さ
を
養
っ
て
く
れ
た
と
思
い
ま

す
。

　

ー
香
美
町
を
離
れ
て
か
ら
の
仕
事
や
暮
ら

し
に
つ
い
て
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

丈
夫
な
体
と
我
慢
強
さ
を

丈
夫
な
体
と
我
慢
強
さ
を

養
っ
て
く
れ
た

養
っ
て
く
れ
た

町
出
身
者

国
内
外
で
活
躍
す
る

第
１
回上

治 

丈じ

ょ

う

た

ろ

う

太
郎

「
ふ
る
さ
と
を
誇
り
に
思
い
、
い
つ
か
恩
返
し
を
」

「
ふ
る
さ
と
を
誇
り
に
思
い
、
い
つ
か
恩
返
し
を
」
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上
治　

高
校
を
卒
業
後
、
ミ
ズ
ノ
㈱
に
入

社
し
、
東
京
本
社
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
新
設
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
部
の

担
当
と
な
り
、
そ
の
後
、
建
築
関
係
の
勉
強

を
す
る
た
め
、早
稲
田
大
学
の
２
部
（
夜
間
）

に
入
学
し
ま
し
た
。

　

ー
現
在
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会
の
参
与
を

務
め
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

関
わ
っ
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

上
治　

１
９
８
８
年
の
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
か
ら
で
す
。
そ
の
前
か
ら
中
国
で
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
受
注
活
動
や
海
外
の
ビ
ジ
ネ

ス
に
も
実
務
担
当
と
し
て
関
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
ミ
ズ
ノ
㈱
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
通
じ
て

国
際
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
や
っ
て
い
く
こ
と
に

な
り
、
統
括
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
ミ
ズ
ノ
ブ
ラ
ン
ド
の

認
知
度
向
上
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た
め
、

50
カ
国
以
上
の
国
に
行
き
、
ト
ッ
プ
チ
ー
ム

や
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
の
契
約
交
渉
や
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

ー
こ
れ
ま
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
特
別
な

思
い
出
や
最
高
に
幸
せ
だ
と
感
じ
た
瞬
間
が

あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

上
治　

１
９
９
１
年
の
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム

（
イ
ギ
リ
ス
）
で
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
決
ま
っ
た
と
き
は
最
高
の
喜
び
で
し
た
。

日
本
で
３
回
目
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
招
致
活

動
か
ら
終
了
ま
で
関
わ
れ
た
こ
と
は
最
高
の

思
い
出
で
す
。

　

ー
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
あ

と
２
年
を
切
り
ま
し
た
。
今
の
心
境
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

上
治　

１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
時
は
東
京
が
、
日
本
が
変
わ
り
ま
し
ょ

う
と
い
う
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
っ
た
。
２
０
２

０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
東
京
か
ら
、
日

本
か
ら
世
界
を
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
最
高
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
な
る
よ
う
活
動
し
て
い
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
っ
て
い
て
、
一
番
の

理
想
は
郷
土
の
選
手
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
メ

ダ
ル
を
取
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
切
な
る
願
い

で
す
。

　

ー
日
本
を
代
表
す
る
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

と
の
交
流
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
上
治
さ

ん
だ
か
ら
こ
そ
知
っ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

上
治　

サ
ッ
カ
ー
の
本
田
圭
佑
選
手
と
は

彼
が
Ｊ
リ
ー
グ
に
い
た
頃
か
ら
親
交
が
あ
り

ま
す
。
２
０
１
０
年
の
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
南
ア
フ
リ
カ
大
会
の
あ
と
、
さ
ら
な

る
高
み
を
目
指
す
た
め
に
、
担
当
者
だ
け
で

な
く
、
私
と
の
面
談
の
要
望
が
あ
り
、
商
品

や
将
来
の
サ
ッ
カ
ー
界
・
ス
ポ
ー
ツ
界
の
こ

と
を
語
り
合
い
ま
し
た
。
今
で
も
年
に
２
回
、

時
間
を
取
っ
て
、
海
外
で
い
ろ
ん
な
情
報
交

換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

彼
は
そ
の
後
も
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
な
ど

数
々
の
国
際
大
会
で
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残

し
て
い
ま
す
。

　

ー
香
美
町
の
子
ど
も
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

上
治　

香
美
町
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
自

分
の
生
ま
れ
た
ふ
る
さ
と
を
誇
り
に
思
え
る

よ
う
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
私
は
会
社
か

ら
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
与
え
ら
れ
て
、
ミ
ズ
ノ
ブ

ラ
ン
ド
を
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
し
よ
う

と
、
５
年
後
、
10
年
後
は
こ
う
な
り
た
い
と

イ
メ
ー
ジ
し
て
努
力
を
し
て
き
ま
し
た
。
で

き
な
い
こ
と
は
な
い
と
思
う
の
で
、
香
美
町

の
子
ど
も
た
ち
も
２
０
２
０
年
に
向
け
て
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
に
負
け
な
い
く
ら
い
、
何

か
小
さ
な
目
標
で
も
い
い
の
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
ほ
し
い
。
い
つ
か
く
る
出
番
に
備
え
て
、

準
備
、
努
力
を
し
て
、
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と

で
も
良
い
の
で
、
家
族
や
ふ
る
さ
と
「
香
美

町
」
に
何
か
一
つ
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
頑

張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

ふ
る
さ
と
「
香
美
町
」
を

ふ
る
さ
と
「
香
美
町
」
を

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
の

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
の

誇
り
に
思
っ
て
ほ
し
い

誇
り
に
思
っ
て
ほ
し
い

最
高
の
思
い
出

最
高
の
思
い
出

思
い
出

思
い
出

▲ Jリーグ時代から親交のある本田選手と上治さん

▲ 2004 年アテネオリンピックの聖火ランナーを務めた上治さん
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昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
12
月
に
基
本
的

人
権
の
確
保
の
た
め
に
採
択
さ
れ
た
「
世
界

人
権
宣
言
」。
こ
れ
を
記
念
し
て
翌
年
か
ら

始
ま
っ
た
「
人
権
週
間
」
も
昨
年
12
月
で
70

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
人
権
の
尊
さ
を
再
認
識
し
よ
う

と
、
昨
年
12
月
９
日
に
香
住
区
中
央
公
民
館

で
人
権
講
演
会
（
町
、
町
教
育
委
員
会
、
町

人
権
教
育
研
究
協
議
会
が
共
催
）
を
開
催
し
、

人
権
に
つ
い
て
の
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

▲表彰を受ける人権啓発作品入賞者の皆さん

▲ポスターの部入選の釜本由衣さんの作品

人
権
啓
発
作
品
表
彰
式

　

講
演
会
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
人
権
啓
発
作

品
表
彰
式
で
は
、
昨
年
募
集
し
た
ポ
ス
タ
ー
、

標
語
、
作
文
の
入
選
作
品
の
代
表
者
に
表
彰

状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
第
38
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
兵
庫
県
大
会
但
馬
地
区
予
選
の

入
賞
者
に
対
す
る
表
彰
状
の
伝
達
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
「
人
権
啓
発
作

品
集
」
に
ま
と
め
、
全
世
帯
や
関
係
機
関
な

ど
に
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

人
権
啓
発
作
品
入
選
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

【
標
語
の
部
】

【
作
文
の
部
】

 

第
38
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

兵
庫
県
大
会
但
馬
地
区
予
選
入
賞
者
（
敬
称
略
）

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

楠
見 

脩
し
ゅ
う

（
香
住
小
３
年
）

青
山 

和わ

こ心
（
奥
佐
津
小
２
年
）

吉
津 

藍あ

い

な奈
（
佐
津
小
５
年
）

小
林 

愛あ

み実
（
柴
山
小
４
年
）

小
谷 

倫と

も

き輝
（
長
井
小
５
年
）

岡
本 

歩あ

き

な

希
南
（
余
部
小
１
年
）

岡
田 

渉た

か

ふ

み郁
（
村
岡
小
５
年
）

西
谷 

悠ゆ

う

き希
（
兎
塚
小
６
年
）

谷
渕 

彩あ

や

は葉
（
射
添
小
４
年
）

谷
川 

愛あ

ず

み純
（
小
代
小
６
年
）

東 

朱あ

げ

は翼
（
香
住
一
中
２
年
）

釜
本 

由ゆ

い衣
（
香
住
二
中
３
年
）

井
上 

玲れ

い

な奈
（
村
岡
中
２
年
）

田
尻 

響
ひ
び
き

（
小
代
中
３
年
）

東 

大は

る

と翔
（
香
住
小
４
年
）

咲
花 

慶け

い

ご伍
（
柴
山
小
６
年
）

金
子 

蓮れ

ん

せ

い星
（
長
井
小
６
年
）

坂
本 

有ゆ

う

き妃
（
兎
塚
小
１
年
）

伍
々 

愛あ

い

り莉
（
小
代
小
４
年
）

西
上 

准し

ゅ

ん

た旦
（
香
住
一
中
１
年
）

村
嶋 

唯ゆ

な那
（
香
住
二
中
２
年
）

中
村 

宏ひ

ろ

さ

と聡
（
村
岡
中
１
年
）

坂
本 

実み

ゆ

う優
（
小
代
中
３
年
）

優
秀
賞
▼
小
林 

美み

さ

き咲
（
香
住
一
中
１
年
）

銅　

賞
▼
釜
本 

沙さ

や耶
（
香
住
二
中
１
年
）

　
　
　
　

泉
原 

初う

い

か風
（
小
代
中
２
年
）

北
村 

結ゆ

い

（
香
住
小
６
年
）

田
門 

瑠る

か果
（
奥
佐
津
小
１
年
）

安
井 

娃あ

ゆ

む結
（
佐
津
小
３
年
）

吉
岡 

鈴り

の音
（
柴
山
小
５
年
）

金
子 

奏そ

よ

か

世
夏
（
長
井
小
２
年
）

山
本 

凌
り
ょ
う
だ
い大
（
余
部
小
１
年
）

岡
田 

歩ほ

の

か花
（
村
岡
小
５
年
）

田
中 

亜あ

み美
（
兎
塚
小
５
年
）

阿
瀬 

心こ

こ

み美
（
射
添
小
３
年
）

井
上 
拓た

く

と斗
（
小
代
小
１
年
）

木
村 

日ひ

か

り

香
莉
（
香
住
一
中
２
年
）

橋
本 

渉
わ
た
る

（
香
住
二
中
２
年
）

中
島 

祐ゆ

う

か香
（
村
岡
中
２
年
）

中
村 

柊と

う

や也
（
小
代
中
１
年
）

浅
野 

美み

や

こ

也
子
（
香
住
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

澤 

純じ

ゅ

ん

こ子
（
香
住
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

北
川 

知ち

ほ穂
（
佐
津
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

田
中 

恵
め
ぐ
み

（
射
添
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

宮
脇 

貴た

か

ゆ

き之
（
村
岡
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

小
林 

紗さ

よ

こ

代
子
（ 

出
石
特
別
支
援
学
校

　
　
　
　
　
　

 

み
か
た
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

今
井 

鈴す

ず

よ代
（
小
代
区
）

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課
人
権
推
進
室

平
成
30
年
度
人
権
週
間
事
業

人
権
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

人
権
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

▲ポスターの部入選の釜本由衣さんの作品
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フォトニュースフォトニュース 連　載連　載 おしらせおしらせ

　

「
酒
は
百
薬
の
長
」
と
い
う
言
葉
は
、
お

酒
は
体
に
よ
い
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
ま
す

が
、
こ
の
続
き
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

「
と
は
言
え
ど
、
よ
ろ
ず
の
病
は
酒
こ
そ

起
こ
れ
」
で
す
。
飲
み
過
ぎ
る
と
健
康
を
損

な
う
と
、
吉
田
兼
好
の
時
代
、
鎌
倉
時
代
の

末
期
か
ら
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
て
あ
る
も
の
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。　

　

「
ゼ
ロ
」
と
表
示
し
て
あ
っ
て
も
、
１
０

０
ｍ
ｌ
当
た
り
、
約
20
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
は
あ

り
ま
す
。

　

「
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
」
と
表
示
し
て
あ
っ

て
も
、
少
量
の
ア
ル
コ
ー
ル
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

「
プ
リ
ン
体
ゼ
ロ
」
で
も
、
ア
ル
コ
ー
ル

分
自
体
が
、
体
内
で
尿
酸
に
分
解
さ
れ
、
尿

酸
値
を
あ
げ
る
の
で
、
安
心
で
き
ま
せ
ん
。

　

結
局
、
飲
み
過
ぎ
な
い
こ
と
で
す
。

　

１
日
平
均
２
ド
リ
ン
ク
ま
で
、
休
肝
日
は

週
２
日
以
上
に
す
る
と
、
長
生
き
で
き
る
飲

み
方
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

※ 

「
ド
リ
ン
ク
」
は
先
月
号
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

次
回
は
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
の
カ
ロ
リ
ー
は
１
ｇ
当
た
り

７
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
あ
り
ま
す
。
夜
遅
い
時
刻

に
飲
む
こ
と
も
多
い
の
で
、
脂
肪
と
し
て
蓄

積
さ
れ
や
す
い
で
す
。

　

最
近
で
は
、
糖
質
オ
フ
と
か
ゼ
ロ
と
表
示

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、
肥
満
、

高
血
糖
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
と
い
っ
た

動
脈
硬
化
の
危
険
因
子
を
い
く
つ
も
合
わ
せ

も
っ
た
状
態
の
こ
と
を
い
い
、
不
規
則
な
食

生
活
や
、
運
動
不
足
な
ど
が
積
み
重
な
り
、

さ
ら
に
過
度
の
飲
酒
も
影
響
し
て
、
そ
の
結

果
必
要
以
上
に
体
に
脂
肪
を
た
め
込
ん
だ
状

態
で
す
。

　

ビ
ー
ル
腹
で
お
な
か
が
ポ
ッ
コ
リ
で
て
き

た
と
感
じ
て
い
る
人
は
、
内
臓
周
り
に
脂
肪

が
蓄
積
し
て
い
る
状
態
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

肥
満
、
特
に
、
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
は
、
お

酒
自
体
の
カ
ロ
リ
ー
と
、
脂
っ
こ
い
お
つ
ま

み
の
食
べ
過
ぎ
が
影
響
し
ま
す
。

　

高
血
糖
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
代
謝
す
る
段

階
で
血
糖
値
を
上
げ
る
こ
と
や
、
膵
臓
の
機

能
が
低
下
し
て
、
血
糖
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
が
低
下
す
る
こ
と
も

影
響
し
て
い
ま
す
。

　

血
圧
に
関
し
て
は
、
飲
酒
後
に
顔
面
高
潮

（
顔
が
赤
く
な
る
）
が
起
こ
る
人
は
高
血
圧

の
リ
ス
ク
が
高
い
と
い
う
研
究
結
果
が
あ
り

ま
す
。
飲
み
過
ぎ
る
と
、
血
圧
を
上
げ
、
降

圧
剤
が
効
き
に
く
い
治
療
抵
抗
性
高
血
圧
の

原
因
に
な
り
ま
す
。
お
つ
ま
み
の
塩
分
も
血

圧
上
昇
の
要
因
に
な
り
ま
す
。

　

脂
質
異
常
症
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
取
り
過

ぎ
る
と
、
中
性
脂
肪
が
大
量
に
合
成
さ
れ
て

肝
臓
の
細
胞
に
蓄
積
さ
れ
る
の
で
、
脂
肪
肝

が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
余
分

な
中
性
脂
肪
は
血
液
中
に
も
流
れ
込
み
、
脂

質
異
常
症
や
動
脈
硬
化
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
量
飲
酒
後
は
不
整
脈
が
起
こ
り

や
す
く
、
さ
ら
に
、
朝
の
血
圧
を
上
げ
や
す

い
こ
と
か
ら
、
脳
血
管
疾
患
の
発
症
に
注
意

が
必
要
で
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
飲
酒
の
関
係

と
飲
酒
の
関
係

ア
ル
コ
ー
ル
類
は
太
り
ま
す
！

ア
ル
コ
ー
ル
類
は
太
り
ま
す
！

少
酒
の
ス
ス
メ

少
酒
の
ス
ス
メ

けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場

　

〜
適
量
で
延
び
る
寿
命
と
減
る
メ
タ
ボ
〜

　

〜
適
量
で
延
び
る
寿
命
と
減
る
メ
タ
ボ
〜

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

健
康
的
な
飲
み
方
の
コ
ツ　

そ
の
２

健
康
的
な
飲
み
方
の
コ
ツ　

そ
の
２

・日本酒　1合

・ビール　500ml

・缶チューハイ　350ml

・炭酸飲料　500ml

・コンビニのおにぎり　1個

・ウオーキング　1時間

（参考） いずれも約 200 キロ
カロリーです
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●問い合わせ先　町教育委員会生涯学習課

香美町の文化財香美町の文化財

　町教育委員会に「文化財の保護と活用」という仕事があります。

　「文化財」あまり聞きなれない言葉ですね。文化財とは「人間の精神的なはたらきが加わって生み出された

もので、文化的価値を有するもの。学問・芸術など」（スーパー大辞林 3.0）とされています。簡単に言えば「人

の生活の中で生み出されたもの」と言ってもいいかもしれません。文化財のジャンルには、建物や絵画などの

有形文化財、歌や踊りなどの無形文化財、祭りや年中行事などの民俗文化財、城や貴重な自然などの記念物な

どがあります。

　文化財をより良い状態で将来に残していくために、国や県、町が支援する取組として「指定・登録制度」が

あります。

　町内には国指定重要文化財として大乗寺障壁画など 9件の文化財が指定さ

れています（下表）。県指定は昨年 2月に町内 7カ所の三番叟が「香美町の三

番叟」として指定され、現在 21件が指定されています。また、町指定は昨年

4月に帝釈寺本堂（香住区下浜）、黒野神社（村岡区村岡）、八幡神社（小代

区貫田）の 3件が指定され、現在 70 件が指定

されています。

　私たちの暮らす地域をとりまく自然環境や社

会環境はこの地球上で唯一であり、そこで育ま

れた文化、そして生み出された文化財も唯一の

ものです。急激に変化する社会情勢の中、それ

らを守り継いでいくことはたやすいことではあ

りません。指定・未指定を問わず文化財を守り

継いできた祖先に思いをはせ、今の私たちの糧

として未来の香美町を描いていかなければなり

ません。

▼表　町内の国指定重要文化財

種　別 名　称 場　所

有形文化財（絵画） 大乗寺障壁画 大乗寺（香住区森）

　　〃　　（彫刻） 木造聖観音立像 　〃

　　〃　　（彫刻） 木造聖観音立像 　〃

　　〃　　（彫刻） 木造十一面観音立像 　〃

　　〃　　（彫刻） 木造聖観音立像 帝釈寺（香住区下浜）

　　〃　　（絵画） 絹本著色釈迦十六善神像 黒野神社（村岡区村岡）

記念物（名勝） 香住海岸 香住区一日市～下浜

　〃　（名勝天然記念物） 鎧袖 香住区下浜

　〃　（名勝天然記念物） 但馬御火浦 香住区余部

▲県指定となった「香美町の三番叟」 ▲国指定重要文化財の「大乗寺障壁画」
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
香
美
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
鍛
治
本

美
和
で
す
。

　

昨
年
度
か
ら
、
本
町
に
移
住
し
た
人
な
ど

を
対
象
に
、
生
活
を
す
る
中
で
疑
問
に
思
っ

た
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
な
ど
の
意
見
交
換
を

す
る「
移
住
者
座
談
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
座
談
会
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
頑

張
り
た
い
と
思
う
女
性
が
多
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
情
報
共
有
の
場
が
少
な
い
と
い
っ
た

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
結
婚
を
機
に
移
住
し
た
女
性
が
孤

立
感
を
感
じ
、
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
か
か
る
こ

と
が
あ
っ
た
と
い
う
お
話
な
ど
、
他
に
も
ご

主
人
が
聞
く
と
耳
が
痛
い
よ
う
な
内
容
も
…
。

　

私
自
身
も
こ
の
町
に
住
み
始
め
た
と
き
は

本
当
に
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
困
っ
た

こ
と
が
多
く
、
誰
に
相
談
し
て
い
い
の
か
わ

か
ら
ず
悩
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
時
、
子
ど
も
の
学
校
行
事
を
き
っ
か
け
に

声
を
か
け
て
く
れ
た
人
も
移
住
し
て
き
た
人

で
し
た
。

　

今
後
も
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
誰
で
も
気

軽
に
話
が
で
き
る
場
と
な
る
よ
う
な
移
住
者

座
談
会
を
計
画
中
で
す
。
移
住
し
て
き
た
か

ら
こ
そ
感
じ
る
疑
問
や
困
っ
た
こ
と
な
ど
を

こ
の
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
皆
さ
ん
に
も
知
っ

て
も
ら
え
る
機
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
移
住
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
空
き
家

バ
ン
ク
の
運
営
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
移
住
希
望
者
の
受
け
入
れ
や
、
移
住

者
と
地
域
の
架
け
橋
に
な
る
よ
う
に
活
動
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
で
は
、
ま
だ
ま
だ
物
件
が

不
足
し
て
い
ま
す
。
今
後
利
用
す
る
予
定
の

な
い
空
き
家
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▲昨年開催した移住者座談会の様子

香美町香美町
　地域おこし協力隊　地域おこし協力隊
　　　　　　　日記　　　　　　　日記

第22話第 22話

　新年あけましておめでとうございます。香美町

役場神戸営業所の今井です。

　連載第 14 回目は、㈱ワールドワン「山陰隠岐

の島ワールド」への加入についてお知らせします。

　昨年 11 月 27 日、㈱ワールドワン「山陰隠岐の

島ワールド」に本町が加入することとなりました。

　山陰隠岐の島ワールドは、鳥取県および島根県の

食材を神戸市内で提供し、山陰地方の活性化に貢献

することを理念とした飲食店で、神戸市内で非常に

注目を集めています。

　この度、近畿では初めて、連携地域の一つとし

て「香美町」が加入することとなりました。昨年度

から「山陰隠岐の島ワールド」の店舗で、本町の食

材を集めた「香美町フェア」を 3度開催したほか、

役員の皆さんに本町へ視察に訪れていただくなど、

密に連携を取りながら交流を深めてきました。注目

度の高い飲食店で「香美町」という名前が多くの人

の目に触れることで、本町の知名度向上を図れると

考えています。

　常設メニューとして、香住ガニ、但馬牛、鹿肉、

赤エビ、白エビ、ニギス、アナゴ、香美苺、香住鶴

の 9品目が選定されました。他にも、季節限定の

メニューとして旬の食材も売り出されていく予定と

なっています。香住ガニや但馬牛のように本町なら

ではの食材が採用され、山陰地方の中でも特徴を出

すことができたと思います。ただ単に食材を使って

もらうだけではなく、その食材の歴史や、生産者の

取組、思いも消費者の皆さんに伝えていきたいです。

　現在、ワールドワンのような複数の店舗を構える

企業と交渉を行い、本町の食材を活用した町の PR

の場をつくっていけるよう営業を行っています。今

後も、このような事例を増やし、「香美町」を知っ

てもらい、本町を訪れてみようと思う人が多くなる

よう取り組みます。

こちら香美町役場
神戸営業所です

▲㈱ワールドワン本社を表敬訪問する浜上町長
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フ
レ
イ
ル
を
ご
存
知
で
す
か
？

●問い合
わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

　

年
齢
と
と
も
に
足
腰
の
筋
力
が
衰

え
、
立
っ
て
歩
く
の
も
一
苦
労
だ
っ

た
り
、
若
い
頃
に
比
べ
て
、
や
る
気

は
あ
る
が
体
力
が
思
う
よ
う
に
続

か
な
く
な
っ
た
り
、
今
ま
で
は
「
年

の
せ
い
」
と
思
わ
れ
て
き
た
状
態
が

「
フ
レ
イ
ル
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
フ
レ
イ
ル
」
と
は
「
虚
弱
」
の

こ
と
を
言
い
、
介
護
が
必
要
な
状
態

で
も
な
い
が
、
全
く
健
康
な
状
態

で
も
な
い
、「
中
間
の
状
態
」
で
す
。

老
衰
や
虚
弱
に
は
、
健
康
な
状
態
に

戻
ら
な
い
印
象
が
あ
り
ま
す
が
、
フ

レ
イ
ル
に
は
、
介
護
が
必
要
な
状
態

に
な
り
か
け
て
も
健
康
な
状
態
に

戻
る
と
い
う
「
予
防
」
の
意
味
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
年
の
せ
い
だ

と
あ
き
ら
め
て
い
る
と
介
護
が
必

要
に
な
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
が
、

フ
レ
イ
ル
の
う
ち
な
ら
適
切
な
対
処
に

よ
り
後
戻
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

フ
レ
イ
ル
の
状
態
は
、
自
分
で
気
付

か
な
い
う
ち
に
徐
々
に
弱
く
な
っ
て
く

る
の
が
特
徴
で
す
。
動
き
に
く
く
な
り
、

困
り
ご
と
が
出
て
き
始
め
て
か
ら
慌
て

て
何
か
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、

元
気
な
う
ち
か
ら
フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て

考
え
、
フ
レ
イ
ル
の
状
態
に
な
ら
な
い

よ
う
、「
運
動
を
す
る
」「
バ
ラ
ン
ス
よ

く
栄
養
の
あ
る
食
事
を
取
る
」「
社
会

参
加
を
す
る
」
な
ど
に
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

　

収
入
保
険
は
、
自
然
災
害
に
よ
る
減
収

だ
け
で
な
く
、
価
格
低
下
な
ど
も
含
め
た

農
業
収
入
全
体
を
補
て
ん
す
る
保
険
で
す
。

品
目
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
農
業
者
ご
と

の
農
産
物
の
販
売
収
入
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
農
作
業
の
受
託
収
入
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

●
加
入
で
き
る
の
は
？

　

青
色
申
告
実
績
が
１
年
以
上
あ
る
農
業

者
で
す
。「
簡
易
な
方
式
」
で
も
加
入
で

き
ま
す
。

●
補
て
ん
額
と
保
険
料
は
？

　

例
え
ば
、
補
償
限
度
額
と
支
払
率
の
最

高
額
を
選
択
し
た
場
合

・ 
保
険
期
間
の
収
入
が
基
準
収
入
の
９
割

を
下
回
っ
た
と
き
に
、
下
回
っ
た
額
の

９
割
を
補
て
ん
し
ま
す
。

・ 

掛
金
は
、
基
準
収
入
が
１
０
０
０
万
円

の
場
合
、
保
険
料
（
７
万
８
０
０
０
円
）、

積
立
金
（
22
万
５
０
０
０
円
）、
事
務

費
（
２
万
２
０
０
０
円
）
の
合
計
（
32

さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
か
ら
農
業
経
営
を
守
る
！

さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
か
ら
農
業
経
営
を
守
る
！

　

〜
収
入
保
険
制
度
と
は
？

　

〜
収
入
保
険
制
度
と
は
？

万
５
０
０
０
円
）
と
な
り
ま
す
。
積
立

金
は
補
て
ん
に
使
わ
な
い
場
合
は
翌
年

に
持
ち
越
し
ま
す
。

●
加
入
し
た
い
人
は
？

　

保
険
期
間
は
１
月
か
ら
（
法
人
は
事
業

年
度
開
始
か
ら
）
１
年
間
で
す
。
申
し
込

み
は
保
険
期
間
開
始
前
の
11
月
末
ま
で
に

行
い
ま
す
。

　

青
色
申
告
を
し
て
い
な
い
人
は
、
ま
ず

申
告
実
績
を
作
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
青

色
申
告
を
実
施
す
る
た
め
に
は
３
月
15
日

ま
で
に
税
務
署
に
申
請
を
行
う
必
要
が
あ

り
、
平
成
31
年
分
の
青
色
申
告
を
す
る
こ

と
で
平
成
33
年
か
ら
加
入
で
き
ま
す
。

 　

加
入
を
検
討
す
る
人
、
詳
し
く
知
り
た

い
人
は
、
美
方
郡
広
域
事
務
組
合
共
済
課

（
℡
０
７
９
６
・
92
・
２
４
１
０
）
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問い合わせ先　役場農林水産課

基準収入

100％

90％

80％

保険期間
の収入

保険方式で
補てん

積立方式で
補てん

収入
減少

自己責任部分

支払率（90％を上限として選択）

（保険方式＋積立方式の
  補償限度額の上限）

（保険方式の補償限度額
  の上限）

過去 5年間の平均収入
（5中 5）を基本

▲フレイルの概念

▲収入保険制度のイメージ図
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フォトニュースフォトニュース 連　載連　載 おしらせおしらせ

【事例】
　自宅のパソコンでインターネットを閲覧
中、ピーピーという大きな音とともに「ウ
イルスに感染した」と表示された。
　警告画面にあるサポートセンターに慌て
て連絡し、言われたとおりに処理すると、
画面は消えて音は止んだ。
　その後、そのサポートセンター会社と 3
年間のサポート付きセキュリティソフトの
契約を結び、指示通りにクレジットカード
情報を入力した。
　落ち着いて考えてみると、パソコンの購
入時にセキュリティソフトをインストール
しており、脅威の報告もない。だまされた
のではないか。

【ひとことアドバイス】
◆ 突然鳴った警告音とともに警告画面が表示、消費者
を不安にさせたうえで、セキュリティソフトなどの
契約をさせるといった相談が寄せられています。

◆ 「ウイルスに感染している」「システムが破損する」
「○個のシステム問題が見つかった」「○秒後に対応
しないとデータが全部削除される」など不安をあお
ります。

◆ 大きな警告音が鳴っても画面を閉じるなど、落ち着
いて対応しましょう。

◆ 普段から利用しているセキュリティソフトの警告で
はない場合、偽物である可能性が高いです。電話を
かけない、購入契約しない、ダウンロードやインス
トールも行わないようにしましょう。

◆ インストールしてしまった場合は、アンインストー
ルやシステムの復元を行い、パソコンをインストー
ルする前の状態に戻しましょう。

◆ 事例のように、うっかり契約してしまった場合でも、
すぐに解約を申し出ましょう。

イス】

相談は
　こちらへ…

役場消費生活センター（町民課内）　℡ 0796・36・1941（直通）たじま消費者ホットライン　℡ 0796・23・1999※相談無料で秘密は厳守 !!

　賢い消費者になりましょう！

活活費費 相相談談

大きな警告音にびっくり！
～慌てて契約したセキュリティソフト～～慌てて契約したセキュリティソフト～

　民宿・福祉施設・病院などの事業所が行う事業活

動で排出されるごみは、事業系廃棄物と呼ばれ、「事

業系一般廃棄物」と「産業廃棄物」に分類されます。

事業系一般廃棄物とは…

　事業者が事業活動に伴い排出するごみのうち、産

業廃棄物に該当しないもの

産業廃棄物とは…

　事業者が事業活動に伴い排出するごみのうち、発

泡スチロールや結束バンドなどの「廃プラスチック

類」、金属製の机や椅子、空き缶などの「金属類」、

空き瓶などの「ガラス類」、使用済みの食用油など

の「廃油類」など

　食品製造業者が食品の残りかすを廃棄する場合は

産業廃棄物になるなど、特定の業種が排出する場合

のみ、産業廃棄物になるものもあります。

※ 事業者が発泡スチロールや、不

要になった金属製の椅子を捨

てる場合は、産業廃棄物とし

て処理することになります。

※ 産業廃棄物はクリーンパーク

北但での受入れが出来ません

のでご注意ください。

　産業廃棄物の収集運搬許可業者と委託契約を締結

し、処理を行ってください。

問い合わせ先

（一社）兵庫県産業廃棄物協会

（神戸市中央区栄町通 2-4-14

日栄ビル 3階）

℡ 078・381・7464

●
問

い
合
わせ先　役場

町
民

課

環
境
衛

生
からのお知
ら
せｅｃｏ

産業廃棄物はクリーンパーク北但では産業廃棄物はクリーンパーク北但では

産業廃棄物の処分方法産業廃棄物の処分方法

受け入れができません！受け入れができません！
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■
編
集
後
記
■

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本

年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
月
の
表
紙
は

自
分
た
ち
で
作
成
し
た
絵

札
で
、
か
る
た
取
り
を
楽

し
む
み
な
と
保
育
園
の
園

児
で
す
。

　

こ
の
日
、
園
児
た
ち
は
、

ケ
ー
キ
や
雪
だ
る
ま
、
ニ

ン
ジ
ン
な
ど
自
分
た
ち
で

描
い
た
絵
札
と
考
え
た
読

み
札
で
か
る
た
取
り
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
月
号
か
ら
「
国
内
外

で
活
躍
す
る
町
出
身
者
」

の
連
載
を
開
始
し
ま
し
た
。

不
定
期
で
の
紹
介
と
な
る

予
定
で
は
あ
り
ま
す
が
、

ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

第
１
回
目
と
な
っ
た
上
治

さ
ん
の
取
材
は
、
初
め
て

の
企
画
で
、
不
慣
れ
な
点

が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
上
治
さ
ん
の
温
か
い

ご
指
導
の
お
か
げ
で
作
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。　
　

（
木
）

迷
い
な
き
真
澄
の
空
の
広
ご
れ
り
谷
の
け
や
き
葉

ひ
と
き
わ
赤
く　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
惠
子

つ
る
し
柿
雨
多
き
日
も
軒
下
に
こ
こ
も
だ
め
か
と

居
間
に
干
し
た
り　
　
　
　
　
　
　

岡
田
美
栄
子

孫
か
ら
の
電
話
う
れ
し
く
秋
ま
つ
り
来
る
か
来
る

か
と
待
っ
て
い
る
の
に　
　
　
　
　

岡
本
弘
子

台
風
は
日
本
ば
か
り
を
道
筋
と
す
被
害
残
し
て
知

ら
ぬ
顔
で
去
る　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

力

一
人
居
の
暮
ら
し
早
く
も
二
十
年
侘
し
さ
気
楽
さ

こ
も
ご
も
に
し
て　
　
　
　
　
　
　

田
中
富
美
子

雪
降
れ
ば
植
木
を
食
め
る
鹿
さ
ん
よ
ど
ん
な
囲
い

が
食
べ
に
く
い
か
な　
　
　
　
　
　

田
中
良
治

武
家
屋
敷
の
門
前
に
冬
の
薔
薇
咲
け
り
通
り
す
が

り
に
足
を
止
め
ゆ
く　
　
　
　
　
　

村
瀬
ト
シ

紅
葉
の
か
さ
か
さ
舞
い
散
る
音
が
す
る
気
ぶ
さ
に

な
る
や
今
日
は
立
冬　
　
　
　
　
　

吉
村
栄
子

朝
星
夜
星
に
稲
刈
り
し
た
る
人
の
短
歌
編
み
て
ゆ

く
な
り
星
見
え
ぬ
夜
に　
　
　
　
　

選
者

山
峡
を
低
く
ま
た
げ
り
冬
の
虹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
内
綾
子

実
南
天
良
き
知
ら
せ
待
つ
日
和
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岸
本
文
枝

ま
た
明
日
約
束
を
す
る
日
の
短
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
垣
博
子

散
る
も
み
じ
お
し
ゃ
べ
り
半
分
初
吟
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
渕
も
と
え

困
難
に
う
ち
勝
つ
さ
ざ
ん
か
花
言
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
か
ず
み

行
く
秋
を
総
身
に
浴
び
ぬ
雑
木
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
し
ず
子

さ
ざ
ん
か
や
何
も
な
き
庭
は
な
や
げ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　

道
子

朴
落
葉
う
ら
が
へ
り
つ
つ
風
生
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
者

（
掲
載
は
氏
名
の
五
十
音
順
）

〜 

俳
句
講
座 
〜　

選
者 

栃
下 

喜
幸

〜 

短
歌
講
座 

〜　

選
者 

有
本 

倶
子

香
美
町
高
齢
者
大
学

「
そ
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
」

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

表
彰
受
賞
者

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

渡
邊
勝
彦
（
村
岡
区
光
陽
）

　

第
31
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　

瑞
宝
単
光
章　

警
察
功
労

　

昭
和
41
年
に
警
察
官
に
な
ら
れ
た
後
、

都
市
部
で
の
勤
務
を
経
て
、豊
岡
署（
現

豊
岡
南
署
）、
香
住
署
、
養
父
署
を
経

験
し
、
平
成
19
年
ま
で
の
41
年
間
の
長

き
に
わ
た
り
地
域
住
民
の
安
全
、
安
心

を
守
る
業
務
に
尽
く
さ
れ
、
こ
の
た
び

瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

渡
辺
さ
ん
は
「
こ
の
場
を
借
り
て
多

く
の
皆
さ
ん
に
感
謝
を
述
べ
た
い
。
今

後
も
精
進
し
ま
す
」
と
受
章
の
喜
び
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

西
村 

功
（
村
岡
区
和
池
）

　

兵
庫
県
知
事
表
彰

　
　

 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
等
功
労
者

（
優
良
民
生
委
員
・
児
童
委
員
）

　

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

　
　

永
年
勤
続
民
生
委
員
・
児
童
委
員
表
彰
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行政区 氏名 性別 保護者 出生日

行政区 氏名 性別 死亡日

（平成 30 年 12 月 19 日現在、順不同）※ このコーナーは、11.21 ～ 12.20 の届出分の内、
　承諾を得た人のみ掲載しています（敬称略）。

※ このコーナーは、11.21 ～ 12.20 の届出分の内、
　承諾を得た人のみ掲載しています（敬称略）。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

まちのうごき
（平成 30 年 12 月 1 日現在）

人　口 17,876 人　（－ 6）

男 8,520 人　（－ 7）

女 9,356 人　（ 1）

世帯数 6,606 世帯（ 7）

（　）内は前月比
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11月24日・25日、村岡体育館・香住B&G海洋センター

12月 2日、道の駅村岡ファームガーデン 11月 18 日、香住第一中学校

日本体育大学・香美町連携事業～第 1弾

第 4回ふるさと給食取組展・試食会旬の野菜収穫祭「自
じ ね ん じ ょ

然薯まつり」

　収穫期を迎えた自然薯の栽培普及と販売促進をし

ようと道の駅村岡ファームガーデンが「自然薯まつ

り」を開催しました。

　会場では、自然薯やむかごの販売、第 12回目を

迎える「自然薯すりおろし競争」、自然薯入りの味

噌汁の試食などが行われました。

　すりおろし競争で準優勝をした芝野真
まさ た か

宇さん（鳥

取市）は「丁寧にゆっくりとすりおろしたので、結

構きれいにできました」と語ってくれました。

　平成 28年 3月に「体育・スポーツ振興に関する

協定書」を締結した日本体育大学と本町の連携事業

の一環として「幼児運動教室」が開催されました。

　日本体育大学の時本久美子特任教授を講師に迎え、

参加者は幼児期の運動遊びの意義や家庭でも楽しむ

ことのできる運動遊びを学びました。

　時本先生は「幼児期は運動能力を身につけるため

の期間です。楽しんで体を動かすことを体験するこ

とが大切です」と参加者に語りました。

　地元産食材をふんだんに使った日本一のふるさと

給食を町民の皆さんに試食してもらおうと町教育委

員会が「ふるさと給食試食会」を実施しました。

　今回の献立は、かにのほほえみ米を使ったごはん、

但馬牛すき焼き、香住のととフライ、ミルクおから

と地元産の梨の特別給食が用意されました。

　家族で参加した福田侑
ゆ う と

士くんは「魚がカリカリで

おいしかった。来年もいっぱい食べたいです」と語っ

てくれました。

▲講師の先生から音の出し方を学ぶ児童の皆さん

▲自然薯のすりおろしに挑戦する参加者

▲親子で楽しめる運動遊びを教える時本先生（写真中央）

▲地元食材をふんだんに使った給食を味わう参加者の皆さん

12 月 3日～、兎塚小学校

村岡少年少女音楽隊 第 26 期生発隊式

　射添・村岡・兎塚小学校の 5年生で構成する村

岡少年少女音楽隊の第 26期生の発隊式が行われま

した。

　児童たちは、早速、トロンボーンやユーフォニウ

ムなどの楽器に分かれ、手入れの方法や音の出し方

などを講師の皆さんから学びました。

　兎塚小学校の中村つぼみさんと白石功
のり あ き

明さんが

「先輩の築きあげてきた伝統を守り、みんなで助け

合いながら楽しく演奏します」と誓いの言葉を述べ

ました。
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フォトニュースフォトニュース 連　載連　載 おしらせおしらせ

12 月 8日・9日、射添体育館・香住小学校体育館

日本体育大学・香美町連携事業～第 2弾

　日本体育大学と本町の連携事業第 2弾として、

陸上競技理論に基づいた科学的に正しいトレーニン

グ方法などを学ぼうと「陸上教室」が開催されました。

　日本体育大学の別府健
け ん じ

至教授を講師に迎え、参加

者は「足はかかとをお尻にもってくる」「手は後ろ

に引く」など走り方の動きやボールを使った正しい

姿勢を学びました。

　別府先生は「速く走るための秘訣はかっこよく走

ること。かっこよく走ることはさまざまなスポーツ

に通じます」と参加者に語りました。

12月 10 日、香住地域福祉センター

▲浜上町長から感謝状を伝達される福本さん

▲差別の捉え方について実例を交えながら語る奥田先生

▲ボールを使って正しい姿勢を指導する別府先生

▲園児の皆さんに音楽を演奏する香住高校吹奏楽部の皆さん

12 月 13 日、香住幼稚園 12月 9日、香住区中央公民館

兵庫県共同募金会感謝状伝達式

人権週間事業・人権講演会香住高校クリスマスコンサート

　( 福 ) 兵庫県共同募金会が実施する募金百貨店プ

ロジェクトに功績があったとして浜上町長から香住

鶴㈱福智屋に感謝状が伝達されました。

　これは、プロジェクト期間中に消費者が同社の対

象商品を購入すると 1袋当たり 10円が赤い羽根共

同募金に寄付され、消費者と企業が社会貢献につな

がる仕組みとして、県内各地で取り組まれています。

　代表取締役の福本芳夫さんは「地域の皆さんに支

えられ、感謝の気持ちで取り組んでいます。1社で

も多く参加していただきたい」と語ってくれました。

　香住区内の 6幼稚園の園児の皆さんにクリスマ

スにちなんだ音楽をプレゼントしようと香住高校吹

奏楽部がクリスマスコンサートを開催しました。

　同部の皆さんは、「ジングルベル」や「あわてん

ぼうのサンタクロース」のほかにアニメソングや

「U.S.A」などを演奏しました。

　同部部長の木原健太郎さんは「みんなが一緒に歌

を歌ったり、踊ったり、喜んでくれて楽しかったで

す」と語ってくれました。

　平成 30年度人権週間事業の一環として、町など

が「人権講演会・人権啓発作品表彰式」を開催しま

した。

　人権講演会では、近畿大学人権問題研究所の奥田

均
ひとし

教授を講師に迎え、「発想の転換 !!『人権の世間』

をつくろう !!」と題して講演が行われました。

　奥田先生は「社会の矛盾や課題そのものを根っこ

から改革してこそ、部落の課題も根本的解決へとた

どりつく道筋が見える」と来場者に語りました。
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行政放送が聞き取れ

なかった場合はお電

話ください。

専用電話番号

0120・63・1210

（通話料無料）

総　務　課　36・1111

財　政　課　36・1942

企　画　課　36・1962

防災安全課　36・1190

税　務　課　36・1113

会　計　課　36・4321

町　民　課　36・1110

 消費生活センター　36・1941

健　康　課　36・1114

福　祉　課　36・1964

 いきいき相談センター　36・4004

農林水産課　36・0846

観光商工課　36・3355

建　設　課　36・1961

上下水道課　36・0420

議会事務局　36・1963

村岡地域局　94・0321( 代表 )

小代地域局　97・3111( 代表 )

教育委員会　94・0101

香住区中央公民館（香住区生涯学習センター）

　　　　　　36・3764

村岡区中央公民館　98・1366

小代地区公民館（小代区地域連携センター）

　　　　　　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住文化会館　36・1026

香住老人福祉センター

　　　　　　　36・5008

村岡老人福祉センター

　　　　　　　98・1000

小代高齢者生活支援センター

　　　　　　　97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）

ホームページ

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
166

号
）
平
成
31
年
1
月
10
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
企
画
課

▲大きな頭と巨大な鋭い歯が特徴のアンコウ

▲競りでは腹を上にして並べられています

　

近
年
は
「
西
の
フ
グ
・
東
の
ア
ン
コ
ウ
」

と
言
わ
れ
る
魚
版
冬
の
味
覚
の
代
表
で
す
。

西
日
本
で
は
ア
ン
コ
ウ
を
食
べ
る
習
慣
が
あ

ま
り
な
か
っ
た
た
め
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
で
は
お
い
し
さ
が
知
れ
渡

り
需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
有
名
な
産
地

は
福
島
県
か
ら
茨
城
県
に
か
け
て
で
す
が
、

但
馬
の
沖
合
底
び
き
網
漁
船
の
漁
場
で
あ
る

山
陰
沖
も
有
数
の
漁
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

食
材
と
し
て
の
歴
史
は
古
く
、
食
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
示
す
言
葉
に
「
三
鳥
二
魚
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
に
五
大
珍
味

と
し
て
珍
重
さ
れ
た
食
材
を
表
し
た
言
葉
で
、

三
鳥
と
は
、
鶴
、
雲
雀
（
ヒ
バ
リ
）、
鷭
（
バ

ン
）、
二
魚
と
は
鯛
、
そ
し
て
鮟
鱇
（
ア
ン

コ
ウ
）
で
す
。

　

ま
た
、「
食
べ
ら
れ
な
い
所
が
無
い
」
と

言
わ
れ
、
身
は
も
ち
ろ
ん
皮
や
内
臓
、
エ
ラ

な
ど
、
あ
ご
と
骨
以
外
は
ほ
と
ん
ど
全
て
食

べ
る
こ
と
が
で
き
る
無
駄
の
無
い
魚
で
す
。

①
肝
②
と
も（
胸
び
れ
・
尾
び
れ
）③
ぬ
の（
卵

巣
）
④
だ
い
身
、
ほ
ほ
身
（
身
の
部
分
）
⑤

胃
⑥
え
ら
⑦
皮
の
部
位
は
「
７
つ
道
具
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
特
に
肝
臓
は
「
ア
ン
キ

モ
」
と
呼
ば
れ
、
見
た
目
と
食
感
か
ら
「
海

の
フ
ォ
ア
グ
ラ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
肉

よ
り
も
そ
の
他
の
部
位
の
方
が
う
ま
い
と
さ

れ
る
変
わ
っ
た
魚
で
も
あ
り
ま
す
。

　

お
す
す
め
の
食
べ
方
は
や
は
り
鍋
で
す
が
、

身
の
部
分
は
唐
揚
げ
に
し
て
食
べ
る
と
フ
グ

に
似
た
食
感
で
お
い
し
い
の
で
こ
れ
も
お
す

す
め
。
最
近
で
は
ス
ー
パ
ー
で
鍋
用
に
切
り

分
け
ら
れ
た
物
も
購
入
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　

お
い
し
す
ぎ
て
、
ま
た
食
べ
た
く
な
る
、

こ
れ
が
本
当
の
ア
ン
コ
ウ
ル
。

おさかな通信
香美町 魚

とと

の拾…アンコウ

　皆さん、こんにちは。「香美町とと活隊」の西上幸作です。

　私は今、仕事の関係で瀬戸内海側の魚の町「明石」に住んでいますが、

最近、こちらのスーパーでも「アカガレイ」など日本海の魚を見かけ

るようになりました。しかし、値段は日本海側の約 1.5 倍もします。香美町は、おいしい魚

が安く手に入り、とても幸せな環境です。皆さん、ぜひ、たくさん魚を食べてください。

　さて、今回は強面の大きな頭で巨大な口には鋭い歯が並ぶグロテスクな魚「鮟鱇（アンコ

ウ）」を紹介します。


